
〔富月1守母

平揮の幹線鋳装車は高い・南原iJ、ら

よ平理・桜ケlまを縦断、国道 3号線

へ接続する 2車線の厳重軽野県道

一
十
路
線
、
市
幹
溜
十
九
路
線
か
ら

日
、
合
算
す
る
と
、
五
十
部
路
線
百

一
J
Mに
の
ぼ
り
ま
す
。
延
長
の

臥
は
、
国
道
二
十
一
@
七
J
、
県
道

l
'
七
♂
、
市
都
市
計
画
街
路
ニ

ハ
@
一

J
、
市
幹
道
四
十
@
五
J
で

岨
が
一
六
・
五
先
、
県
道
が
一
一
二
'

一
%
、
市
選
が
過
半
数
の
五
一
一
@
四
%

門
同
国
道
〕
一
号
線
(
東
海
道
)
、
百

二
十
九
号
線
〈
平
康
相
続
開
閉
)
、

百
二
一
十
四
号
線
(
湖
南
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
)
の
ほ
か
、
時
閣
議
中
の
一
一
百
七

十
一
号
線
(
厚
木
小
田
原
)
を
含

め
て
来
線
二
十
一
@
七
J
が
舗
装
さ

れ
、
舗
装
車
は
一
O
O
%
。

門
県
道
〕
全
線
鋪
装
は
、
索
軒
7
伊

勢
原
・
中
井
線
な
ど
ホ
際
線
で
合
計

二
十
四
J
、
部
分
的
に
舗
装
を
は
じ

め
て
い
る
の
が
、
旭
街
区
の
公
所
大

機
線
、
吉
沢
か
内
向
崎
弘
官
通
る
大
機

伊
勢
原
線
、
神
間
城
島
問
聞
の
藤
沢
伊

勢
原
緑
、
豊
田
か
ら
減
島
や
通
る
上

粕
麗
平
塚
線
の
四
本
で
、
鍛
u
去
の
総

延
長
広
一
一
コ
寸
前
M
M
を
こ
え
、
相
醐
装
事

は
〆
一

a

一
掃
に
の
ぼ
り
ま
す
。

門
車
道
〕
マ
都
市
計
溜
街
路
二
十
路

線
の
舗
装
曜
も
寓
く
、
一
一
一
十
日
的
以
上

の
縮
長
を
も
っ
海
揮
南
仲
線
・
ハ
緒

須
賀
線
・
尚
道
J

う
間
線
@
平
塚
叡
海

岸
線
な
ど
を
中
心
に
、
い
ず
れ
も
舗

装
工
事
が
す
ふ
み
、
舗
装
結
延
長
は

二
十
・
一
一
J
)印
刷
に
達
し
、
舗
装
車
は

七
二
%
と
居
間
道
に
迫
D
ま
す
。

マ
幹
道
十
九
路
線
で
一
舗
装
が
完
了
し

て
い
る
の
は
、
一
号
(
馬
入
工
業
団

地
)
、
二
号
(
四
之
宮
S
大
神
間
陥

厚
木
県
議
)
、
六
号
(
中
原
FS
南
原

問
問
〉
、
七
号
(
河
内
徳
延
線
〕
の
九

・
八
J
だ
け
、
ま
た
、
舗
装
工
事
を

開
始
し
て
い
る
の
は
婚
記
区
と
大
野

・
神
田
地
区
の
回
路
線
だ
け
一
で
、
舗

装
延
長
は
十
六
・
問
問
J
、
舗
装
車
は

四
δ
・
五
先
ほ
ど
。
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例
年
度
の

最
終
予
算

く2)第 190号

総
務
部
慰
政
課
は
、
六
月
…
日
‘
協
和
問
十
一
年
度
予
算
の
う
ご
さ
を
中
心
と
す
る
第
一
一
一
十
ハ
邸
国

の
市
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
し
だ
。
今
期
財
政
状
町
田
で
は
、
(
一
)
市
の
一
予
算
規
模
は
一
一
一
月
末
九
十
五

億
八
千
万
円
台
に
還
し
、
前
年
河
期
に
対
し
て
十
…
億
円
の
増
高
で
あ
る
(
一
一
)
一
一
一
月
末
思
十
一
年
度

収
支
は
全
件
で
二
億
三
一
千
万
以
上
の
ス
超
だ
が
、
工
事
費
の
安
払
い
な
ど
で
収
安
寧
は
昨
年
よ
り
低
率

に
絶
っ
た
(
一
ニ
〕
競
輪
競
馬
だ
け
は
三
月
末
す
で
に
一
0
0
%
に
ち
か
い
収
支
を
み
せ
た
(
四
〕
予
算

上
一
般
会
計
の
自
宅
』
同
一
掘
は
八
四
・
九
先
、
建
設
拘
置
は
昭
三
@
一
%
の
高
箪
で
あ
る
(
五
〉
市
有
財
産

は
五
十
一
八
億
二
千
万
円
、
市
の
一
負
償
訴
在
額
は
七
億
五
千
万
円
で
あ
る
、
な
ど
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

昭和 42年 8fl 15日



第 190号

第
十
七
回
平
塚
た

な
ば
た
ま
っ
D
は、

天
候
に
は
恵
ま
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
昨
年
を
上
廻
る
人

出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

六
混
一
一
十
万
人
、
七

回
凶
十
五
万
人
、
八

日
五
十
五
万
人
、
九

日
八
十
万
人
、
十
臼

一
一
一
十
五
万
人
、
合
計

二
百
三
十
五
万
人
(

昨
年
は
ニ
百
二
十
万

人
)
と
、
驚
異
的
な

数
字
を
七
夕
ま
つ
り
事
務
掃
は
発
表
し
た
。

わ
た
く
し
は
、
五
日
間
と
い
5
も
の
、
ど
当
か
挙

故
な
ど
な
い
よ
う
に
と
、
祈
る
心
で
い
っ
ぱ
い
於
っ

た
。
融
商
戒
に
当
っ
た
欝
察
当
局
に
は
、
た

だ
た
だ
「
ご
苦
労
さ
ま
i
」
と
、
心
か
ら

感

謝

す

る

も

の

で

あ

る

。

噛

竹
鱗
D
は、

g
本

石

薮

繋

け

ん

ら

ん

識

さ
で
、
抽
出
の
遺
憾
を
番
さ
な
い
。
僅
か
五

日
間
の
い
の
ち
に
、
お
し
み
な
く
物
心
両

d

磁
の
努
力
を
か
た
む
け
る
各
商
癌
の
執
念
事

に
は
胸
点
下
ヨ
た
れ
る
も
の
が
あ
る
も
こ
の
;

魅
力
で
大
衆
が
殺
到
す
る
の
だ
b

A
寸

臼

で

¥

/

は
「
七
夕
の
平
塚
」
と
い
5
v
vと
で
、
全
曲
、
設
、

閣
に
平
塚
の
名
が
知
れ
わ
た
る
よ
ヨ
に
な
‘

Z
C

ったみ竹
餓
D
の
中
心
地
震
は
、
駅
前
か
ら
市
、
明
~
切

口
出
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
国
道
ぞ
い
金
商
問
街
川

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
之
な
理
由
が
あ

W
持
ソ

る
に
し
そ
そ
っ
ほ
を
向
い
て
い
る
腐
の
ま
ノ

あ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
綴
に
た
え
な
同
1
4

嘗
肇

い
。
来
年
は
遜
ん
で
協
力
し
一
ー
も
ら
い
た
長
戸
ト

内

問
題
の
整
問
一
闘
は
年
々
そ
の
数
が
ふ
え
事
問

、
5
ま
い
か
せ
ぎ
場
と
な
っ
て
い
あ
rv
令

3

4

だ

“

非

難

の

喜

多

い

の

で

、

重

量

/

¥

の
善
処
壱
量
み
た
い
。

白
衣
の
物
乞
う
盗
は
、
せ
っ
か
く
の
お

ま
つ

D
気
分
を
不
愉
快
芯
も
の
に
し
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
や
め
て
も
ら
5
手
だ
て
が
難
か
し
い
の
で
凶

っ
て
い
る
。

間
蹴
光
パ
ス
や
乗
用
車
の
見
物
が
急
速
に
多
く
な
っ

て
き
た
の
で
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
配
磁

を
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

寸
七
回
に
も
な
っ
た
七
夕
ま
つ
h
Jだ
炉
、
未
だ
に

竹
節
打
一
が
余
市
的
に
な
内
な
い
の
は
、
出
発
が
務
議

接
興
策
に
あ
っ
た
た
め
だ
る
ヨ
か
。

於
れ
も
が
賢
い
た
く
な
る
よ
5
な
平
塚
名
物
の
お

み
や
げ
が
、
創
D
だ
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
だ

U

期
間
い
の
箪
揺
は
飲
食
お
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
「
ま
ず
く
て
高
い
」
と
い
5
声
を
き
く
の
は
時
間

念
だ
。
わ
た
く
し
は
、
飯
食
路
か
ら
色
紙
を
だ
の
ま

れ
る
と
、
「
帽
胆
恕
し
て
噂
コ
」
な
ど
一
審
い
て
お
く
る

が
、
こ
れ
は
、
ほ
お
か
む
D
し
て
食
わ
ぬ
と
、
ほ
ほ

か
落
ち
る
ほ
ど
当
5
ま
い
と
い
ヨ
慈
誌
で
あ
る
。
「
う

く主事3緩郵便物認可〕昭和 42年 8月 15S (3) 

ま
く
て
安
い
」
評
判
を
得
る
よ
主
努
力
を
扇
い
た
い

と
鼠
う
。

い
ろ
い
ろ
E
輩
出
い
に
く
い
乙
と
ま
で
、
正
富
に
奮

い
た
が
、
こ
れ
も
市
を
愛
す
る
心

D
発
時
酷
で
あ
る
か

ら
、
了
と
さ
れ
た
い
。

お
わ
D
に
七
夕
ま
つ
D
に
ど
一
協
力
奇
い
た
だ
い
た

各
伎
に
、
あ
っ
く
謝
濯
を
哨
劃
す
る
b

×
 

敬
熔
L
h絞
部
の
人
魚
の
畿
と
潜
水
に
つ
い
て
、

市
民
の
声
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

第一
a

噴
水
の
水
亭
出
し
た
と
た
ん
、
翻
水
場
叫

ん
で
い
る
市
が
、
ふ
ん
だ
ん
に
水
を
使
う
と
は
、
無

神
経
す
ぎ
る
。
と
め
な
さ
い
!

第
二
・
噴
水
吊

F
6た
ら
、
な
ぜ
と
め
た
、
循
環

式
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
常
識
だ

J

非
常
識
な
も
の
の
績

や
D
で
、
水
を
ξ
め
て
檎
し
み
ぞ
コ
ば

5
Eは
と
ん

で
も
な
い
。
す
ぐ
出
し
ム
ド
ztい
!

第
三
町
駅
。
か
ら
み
予
と
、
人
魚
の
録
が
す
ぐ
尽
に

は
い
ら
な
い
。
低
い
か
ら
だ
u

こ
れ
は
設
計
の
ミ
ス

だ
ろ
う
。
も
っ
と
籾
ぐ
ら
い
ま
で
笠
あ
げ
し
た
ら
ど

5
だ
芯
5
0

耕

mm
出
@
人
魚
が
や
せ
っ
ぽ
ち
で
貧
栢
だ

J

市
の
ま

間
開
口
脅
か
ざ
る
も
の
と
し
て
は
、
み
っ
と
も
な
い
か

ら
、
取
D
は
ず
し
た
ほ
う
が
よ
い
ο

第
五
・
噴
水
の
役
民
間
営
み
た
第
一
印
象
は
「
ト
ル

コ
な
ら
あ
ち
ら
で
す
よ
主
人
魚
指
し
」
の
山
川
柳
が
浮

ん
だ
に
い
か
に
も
ト
ル
コ
風
呂
的
、
パ
チ
ン
コ
的
情

感
が
寸
る
。
市
長
む
色
彩
感
免
守
歯
わ
れ
る
い
泣
」
に

なれ
μ
か
ね
な
い
。
無
色
が
よ
い
と
お
も
5
3

「
こ
の
ま
ち
は
自
企
た
ち
の
も
の
、
向
円
分
た
ち
が

つ
く
る
も
の
」
と
い
5
市
民
意
識
の
高
携
を
叫
ぶ
わ

た
く
し
は
、
住
み
よ
い
都
市
づ
く
D
の
た
め
に
、
ど

し
ど
し
憲
閑
却
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ

る

。

(

昭

和

四

一

了

八

・

一

〉

H山………引…………川川山 l川川 山H山山

時
騨
設
郡
都
市
計
殴
謀
は
、
九
月
一

富
士
見
震
を
や
主
ナ
る
約
一
a

平
方
J
M
M
の
区
域
に
、
第
四
次
伝
陸

一
郡
巻
実
施
、
同
時
に
富
士
見
町
'
隣

町
@
説
話
防
な
ど
の
五
新
町
名
を
師

生
さ
せ
ま
ナ
。

今
回
誕
生
す
る
新
町
名
は
、
富
士
見

町
(
ふ
じ
み
ち
ょ
ヨ
)
・
壊
践
妨
(
と

よ
は
ら
ち
ょ
う
)

e

諏
訪
町
(
す
わ
ち

ょ
ヨ
)
ふ
頭
上
ケ
託
(
た
ん
じ
よ
ヨ
が

お
か
)
・
立
野
町
(
た
つ
の
ち
ょ
う
)

の
去
っ
。
こ
れ
に
す
で
に
慰
名
が
き
ま

っ
て
い
た
中
壁
7
上
平
塚
陶
桜
ケ
丘
を

加
え
だ
刷
出
問
闘
の
区
域
に
、
第
問
問
次
住
賎

義
一
市
を
渠
施
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
住
総
表
示
に
よ
っ
て
、
現
在

市
が
行
な
っ
て
い
る
都
市
改
造
土
地
区

間
総
理
民
域
内
の
本
宿
g

馬
入
・
須
賀

北
・
須
賀
高
の
由
工
区
を
の
ぞ
き
、

第 4次俊濃運量三長

1日設

{連絡先住幻17開/選管事務局へ〕
{平塚橋場襲撃饗ま護軍襲絡会3



(4) 

こ
と
し
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
受
迎
可
え
ま
す
o
す
で
に
台
風
七
号
は

蕗
日
本
を
襲
い
大
き
な
被
害
を
瓦
暗
号
証
し
た
。
八
月
下
旬
か
ら
十

月
に
か
け
て
は
・
平
田
部
も
暴
風
溜
内
に
は
い
る
台
風
が
、
本
会
人

相
次
い
で
襲
来
す
る
で
し
ょ

5
0
平
塚
は
、
県
下
第
一
の
相
相
模
川

を
は
じ
め
、
川
底
の
浅
い
金
問
同
川
・
鈴
川
・
渋
田
川
な
ど
ぞ
か
か

え、

ζ
れ
ら
の
琉
域
は
い
ず
れ
も
低
地
帯
で
、
池
田
聞
は
で
き
な
い

事
情
に
高
り
ま
す
o
事
実
、
昨
年
の
台
風
で
も
、
堤
防
が
切
れ
か

ふ
っ
た
D
‘
小
河
川
が
は
ん
ら
ん
し
た
り
、
土
砂
く
ず
れ
が
あ
っ

た
D
、
麗
穏
が
飛
ん
だ
D
、
局
部
約
な
が
ら
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま

し
た
。
台
風
シ
ト
ズ
ン
を
ま
え
に
、
各
家
庭
の
自
衛
態
勢
が
強
く

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
で
も
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
宇
ま
え
に
、

組
織
と
計
画
の
局
面
で
備
え
を
か
た
め
て
い
ま
す
。

第 190号(第3穏郵便物認可〉昭和 42年 8月 15日

この家の褒{立、 '!ff.土の高いがけだ。すはだのがけは

替ながらのものだが、安心{j:マきない…調驚中の建

設部務員(土農地区ち)

し
て
か
ら
収
集
を
申
し
込
む
ζ
と。

で
き
れ
ば
各
自
に
処
還
を
。
。

2事4

)

咽

出

ニ
ゐ
g
g訂
曹

h
w

二

霊

祭

e
第一

首

弾

二

第

一

一

一

部

高

校

生

・

勤

労

学

仲

立

@

一

般

。

品
二
科
学
的
で
独
創
カ
に
あ
ふ
れ
た
作
畠
(
共
同
同
作
品
も
可
)
を
9
月
間
臼
ま
で
に

川

町

二

市

商

工

課

へ

o

主
選
@
問
問
@
市
@
発
明
協
押
県
支
部
@
各
教
膏
委
員
会
。

み

サ
マ

j

a
タ
イ
ム
も
返

い
こ
い
の
家
提
供
者
は
、
使
雨
後
部

屋
争
点
検
し
た
り
、
備
品
を
管
理
し
た

白
い
ろ
い
ろ
責
任
を
も
っ
て
く
れ
ま
す

市
川
務
事
ど
ん
(
校
長
市
川
博
史
こ
の
い
こ
い
の
家
の
騨
肢
で
、
公
民
利
用
す
る
と
き
は
、
こ
の
点
を
4
く
考

記
)
の
好
意
で
、
八
幡
大
門
送
り
加
出
ツ
館
や
市
役
所
は
釈
に
遠
い
し
あ
い
て
い
え
て
、
じ
よ
虫
ず
に
使
う
エ
チ
ケ
ッ
ト

角
に
ち
か
い
出
暗
殺
電
謡
局
緩
D
の
間
ど
な
い
と
き
が
多
い
、
と
い
う
青
少
年
尽
を
守
る
べ
き
で
す
o

安
定
、
次
の
日
程
で
向
。

ル
一
一
一
階
に
八
青
少
年
タ
ル
i
プ
い
こ
い
体
の
悩
み
に
と
た
え
る
乙
と
が
で
吉
た
市
川
ビ
ん
は
‘
い
こ
い
の
家
第
一
号
け
た
い
企
業
‘
世
事
芳
川
田
?

の
家
〉
が
誕
生
し
ま
し
た
。
と
し
て
、
関
係
者
の
閥
で
好
評
で
す
o

で
、
青
少
年
に
対
す
る
濯
解
を
も
ち
、
の
和
信
を
。

市
川
鶴
事
ピ
ん
が
、
勤
労
青
少
年
の
利
用
手
続
き
は
青
少
年
課
に
と
れ
ば
無
料
で
家
出
血
寺
提
供
す
る
所
が
あ
れ
ば
墜
と
き
・
八
月
十
八
日
十
一

た
め
に
向
ピ
ル
の
会
議
議
一
室
を
解
放
よ
く
簡
単
、
し
か
し
、
青
少
年
諜
に
世
話
今
後
鱗
一
一
・
第
一
一
一
の
設
麗
も
考
え
ら
れ
醸
と
こ
ろ
・
市
役
所
第
五
会
議
室

し
た
も
の
で
、
青
少
年
課
で
は
、
こ
品
付
録
し
て
あ
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
優
先
ま
す
。
い
こ
い
の
家
提
供
者
は
畏
か
ら
務
相
談
内
容
@
①
下
請
け
‘

を
〈
い
こ
い
の
家
〉
に
指
定
、
今
月
か
さ
れ
る
か
ら
、
来
登
録
の
も
の
は
、
こ
若
干
の
謝
礼
を
一
受
け
る
ほ
か
は
ま
っ
た
業
の
紹
介
あ
っ
せ
ん

h

ら
一
青
年
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
和
隔
に
浜
の
一
際
手
続
き
を
と
る
孟
う
、
お
す
ふ
め
く
の
奉
仕
で
、
い
ζ
い
の
家
第
一
号
は
の
申
諮
と
変
更
、
南

し

て

い

ま

す

。

し

て

お

き

ま

す

ο

ま

ち

の

諮

扇

に

な

っ

て

い

ま

す

o

術
指
導
通
そ
の
他
。

い
こ
い
の
家
郡
山
動

など

県営住宅入怠審公募

路公募数 e市内境内アパート

385戸(うち母子家庭む(rj"

1 0戸〕横浜笹山アパート 1
5街地 1845戸。

露用紙配布・ 8月22日〈火)

までο

調応募・ 8月 22Elまでに必

着のとと。

翻窓口・用紙交布、受り付り

場所は市役所正面玄関市民相

談室。募集要項もおいてあり

ます。

〈建設部建築課〉



第 190号

友・気象観測量書と種子計灘署書などを備える勉上施設。'"F'速

力 2ノット総トン数 4.8トンの鯨測艇、建造費i立330万円、

須賀漁潜在護士出!こしている。

く第3援郵便物認可〉昭和 42年 8月 15臼(5) 

、9. 

聾露剤器を華麗えた波浪等鍛頂~~若 水E軍上 20""1。建設費 73田万円、間五l

耐えるつ漁船の接近と泳いでいく入が観測をさまたげるのが悩み。

こ盈ちよく

密海水浴場/キャンプ場などを費支らか Zき

ないように/二わさないように/みんな

が心から楽しめるように。繍家庭ゃあ阜

地の雑草は蚊の生息地、〉担jリ取ってしま

おう。躍ものがくさりやすいとき、たべ

もの、飲みものに十分な注意者。

観
測
器
は
最
新

結

果

地

へ

も

虹
ケ
況
に
建
設
中
だ
っ
た
国
立
防
災
棋
学

技
術
セ
ン
タ
ー
平
塚
支
午
前
が
完
成
、
七
月
二

十
八
日
か
ら
公
式
観
澱
に
は
い
り
ま
し
た
。

総
建
設
費
一
億
七
千
三
百
万
円
。
庁
舎
・
宿

舎
の
ほ
か
、
一
キ
ロ
沖
の
海
上
に
波
浪
等
観

澱
塔
、
鶴
間
開
挺
一
袋
、
多
数
の
観
澱
計
器
、

spsm山
塑
毎
ナ
計
算
器
な
ど
を
儲
3
1
.
乙

の
窟
の
施
設
で
は
全
国
同
一
。
波
浪
雨
間
関
塔
は

水
深
二
十
討
の
海
上
に
建
て
水
間
上
二
十

版
、
十
M
の
波
や
、
六
十
ぽ
の
嵐
に
耐
え
る

設
針
で
、
全
国
初
の
超
音
波
流
速
計
や
、
試

作
第
一
…
号
と
い
知
れ
る
パ
イ
プ
ロ
ト
ロ
ン
式

波
高
計
な
ど
、
ご
自
慢
の
最
新
裂
計
測
器
多

数
を
備
叉
、
海
底
ケ
ブ
ん
で
地
上
か
ら
選

隠
制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
秘
結
果
は
、
地

上
の
気
象
欝J
醐
と
組
み
合
わ
せ
、
使
用
斜
年

飽
約
一
一
千
万
円
と
い
わ
れ
る
大
型
議
ヂ
計
算

器
を
使
っ
て
細
か
く
分
析
、
気
象
庁
・
海
上

保
安
庁
・
水
産
・
潜
商
・
議
設
な
と
各
省
庁

に
技
間
利
補
さ
れ
る
計
画
。

県
で
も
杷
鴎
湾
に
新
港
宇
品
建
設
す
る
た
め

の一
7
1タ
を
求
め
て
お
り
、
横
浜
山
気
象
台

や
市
安
通
じ
て
、
観
澱
結
果
は
地
一
見
に
も
提

供
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
所
員
法
寺
田
一
彦

所
長
以
下
八
名
o
Mみ
は
、

2告5



民
生
部
福
祉
事
務
所
は
、
こ
と
し
の
一
敬
老
の
自
の
記
念
事
業
向
盤
濡
縁
嵐
官
e
m
w
七
十
七
才
以
上
の
お
と
し
よ
り
(
敬
老
金
と
お
椀

を
、
青
十
三
日
に
行
な
う
と
と
を
一
次
め
ま
し
た

c

Z

)、
③
結
婚
後
亙
十
年
以
上
で
、

ζ
と
し
金
婚
式
に
あ
た
る
長

と
し
苦
の
自
の
九
月
十
音
吉
ひ
と
で
号
、
当
日
は
玄
室
長
草
壁
襲
@
警
さ
れ
る
か
た
に
は
、
高

次
の
ガ
ぞ
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
揺
さ
し
て
同
長
か
ら
お
祝
い
の
ζ

一
初
旬
ま
で
に
、
ご
遊
撃
さ
し
あ
げ
ま
す
o
万
一
、
該
当
者
で
あ

と
ば
書
く
る
ほ
か
、
翠
菱
石
暴
毒
量
冨
蓄
し
あ
一
る
の
に
、
震
が
と
ど
か
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
お

げ
る
予
定
で
す
。
ま
た
楽
し
い
演
芸
も
準
錆
し
ま
す
の
で
‘
ぜ
ひ
一
祉
事
務
所
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
出
か
け
く
だ
さ
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
一

(6) 

し

第 190号く第3種郵便物認可〉

やさ主

告自四四福島

4 さっそく

6.合併契約書書 1，∞む円
7. :;主款(原本に限る) 1，∞8円
8.継続約取引のま喜本となる契約
警〔たとえば代怨j吾契約)200円

9.予貯金証書書

10 黛物51換託、倉庫証券など
11.保険E正券
12. 1信沼状

13. 

市内的防犯灯{立約4自00畿、疫の

まちを明るく照ちしています。

でも、容かには、木由し lずみに

さえぎられて滅光、効果半滅の

ものも出ています。罪事務効累が

十分あがるよう、木の所有警は、

校生罰リを心がけるなど、ぜひ協

力 Lてください。



第 190-l予

(21・0360)
<55' 0816) 
(21' 043白
(22・0497)
(21硲 0264)

渡辺E査院 (21 • 3082) 
開田小児科 (2い 1571l
鈴永田ま院 (21・1543)
伊藤盟主院 (2い 0836)
小出小児科(22・0833)
遠藤援滋 (21・0360)
鈴木医 滋 (58・0573)
高橋底 院 121・1403)
佐藤窓続 (21・1159)
中谷底続 (21・0753)
近藤医 務 (2い 0517)
共演病弱 (22・1950)
中村小児科 (2い 1822)
吉出盟主殴 (21・3241)
木村小児科 (2い 0157)
湯山室駿 (22・3802)
中南病院 (22・0015)
猪野小児剥 (21・1370)
米原底lI'JlO (55・0073)

し

なります。急変の恐れある患者さん

は前もって主治窓と逮絡をと目、当

番法の迷惑にならぬよう注意を・。

診療に晶たった当番医は、主治医と

連絡をとるなど，以後の診療に便宜

をはかつてくれます。在宅隠話番次

のとおり・ 。

8Jl68 遠藤医lI'JlO
グ 松田窓 続

8月 13日 雲出医 院

ノノ

8月20日
ノノ

8月27日
ノ/

臼月 3日
ノ/

9月10日
ノノ

自月15日
ノノ

9月i寸日
ノノ

ノノ

臼fl24臼

ノノ

10月 18
ノノ

グ

10月 88
ノ/

く第3種郵便物認可〉

9 fl26日 須賀公民総松競公民館

11 27呂 田四之宮公民主宮

H 2日目 指水公民館

ノノ 298 見附合武道場

(第3s君巡思)

10月吉田 金目農協

11 11日旭公民書官

JJ 12日 金沼公民館

グ 13日 城島公民館鐙回公浸館

ノ 14日 神田公民館八機公民館

ρ 16日 中原公民館

グ 17日 重富士見公民館

18日 須獲公民館松録公民館

11 19日 [百四之宮公民館

がお日花水公民館

11 21目 見釣台武道場

豊富時間@各会場と主13時30分 -15時

昭和 42年 8月1513 

ますO

?智子持の救急病院
市内数急病院と電諮醤号は次のと

おりです。

こ ど も は す く す く と 湾 て たい湾問小児斜震の在宅援

純度奨施!立、母とそ子!こ鰭られる議官といえる .汚から休雪多国{こ

城島公民館 費国公箆館努2"主巡回) 市内の小児料援の有志で、在宅医

神田公民館八幡公浅草宮 I9月18日 金百農協 オA箆小学授;制度を作り、呂月 6日から救急の喜主

主富士見公民舘 i F 19日 T品 公民銀宮沢小学校 i 療を碍始しています。医療機関の休

中原公民舘 iノ'; 20日 金田公民館 淘鱗公民館 j 診日に起ったζ どもの急病を救うた

翁童聖公民豊富 松原公民館 IF 21目、滋島公民館 鐙回公民館!めのものです6在宅隠の診療時間は

[百四之官公民館 [ ノノ 22日 神田公民館 八幡公民館!午前官時から午後 9時さまで、小児の

花水公民館 1I 23日 富士見公民総 ;急患のみにI渡り、往診はしません。

見的合武道場 i ρ 25日 ;てわ原公民館 l 語参加医院は、自宅当番以外は休診と

8月31自

由汚 1日
ρ 2日
ρ4日

H 5日

ノノ 68 
ノノ 7 日
グ 88

衛生諜は、今月下匂から10月にか

けて、百日ぜきとジブチリヤの混合

予紡接種を辺関しきます。該当児をぜ

ひお泣くの会場へ…。

覇軍対象児@①第 l草耳リ昭和41年 11Jl
1自-42年 4月初日までに生れた子

と生後 1留もとの接積を受けていな

い子 (ζとし 3翻接種J、
②第2耳耳…昭和40年11月 18-昭和

41年 5汚31日までに主主れたヂと昨年

秋に第1期 3留の接穣を完了してい

る子 tζとし III韮接種J、
@第3期昭和36年 4月 2自-37年
4)3 18までぜこ生れた子で、来年小

学校に入学する予定の者。(l@1銭

種、 ζ の 第3期該当者は、会舗が混

雑しますので第 2盟百か鰐 3@1E!の

巡思自に受けてください、第1回巡

回のときみえても接種しませんので

ご注意・.) 0 

緩予防接種手糠@第 1甥の人は手慢

の 5.6.7ベ}ジに、第2拐の人は

10べ}ジに、第3耳耳の人は11ベ.......:5

にそれぞれ記入してきでください。

手艇には、住所@保護者氏名、 ζ

どもの名まえ、 ζ どもの生年月日を

欝くだけですiJ1、いまだに会場へき

てあわてて童書く人がありますoその

ために受付でてまどり、ほカ吃〉人に

おふさきな迷磁をか付ています。たび

たびお願いするととになりますが、

予訪援積手帳はかならず家で記入し

てきてください。

f第 1回巡殴)

金白星塾協 ニ土屋!J~学趨
1/ 29自湖公fEill直吉沢れ学校

11 30日 金田公民館悶締公 民館

(7) 

当日制民較相鶏 iiii::議jiE1151izziiiii当
品 目 霊 長 童 話 で祥智手必ど奪三面宗五位おや醤昨日Ef主主義主警主主官
室三品玄音予選議善言議程修長選手芸石室建設詔露?念霊若琵義17も高三軍 4完毒高記
山手霊童空間韓議議議 d 組長竺言語 ?1仁詩晃容百室 守刊合
時れ 0)童市問機織臨機繍織機 jj警会主翌日付平話題金日高じ院ド品

iiiiiizfti宅:iP215;iititi?32i1Bgi暗号ztfizz民
主詰1553iifi:詰iiii起?isiき?2111522ii号日許認
し~ 0 Ii:l、が社ペチの 民主!'~題行鎮の毒事優、花六ポ子、二 トマ日共いる 8 ほ 設 か た 建の最ど I'G

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
じ
ト
リ

今
月
一

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
今
月
第
二
呂
田
の
発
生

郡
を
迎
え
て
い
ま
す
。
卵
か
ら
か
え
っ
て
巣
を
つ
く
る

閣
は
約
十
日
開
問
、
{
悶
い
巣
を
つ
け
た
小
後
室
見
つ
日
り
た

ら
も
切
り
取
っ
て
焼
く
か
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

ζ
と
し

は
、
市
民
の
小
枝
切
り
が
功
を
奏
し
て
、
六
1
七
月
の

第
一
間
出
発
生
は
昨
年
よ
り
や
〉
少
な
め
で
し
た
。
も
う

ひ
と
い
き
と
い
え
ま
す
。
お
宅
の
庭
木
に
注
意
を
。

たばこ

・・たlまこ
ださい。



(8) 第 190号〔第3穣郵便物認可〉

ベ
ト
ナ
ム
難
民
に
「
か
や
」
を
返

ろ
う
と
の
、
赤
十
字
の
昭
び
か
り
を

読
み
ま
し
た
。
務
在
、
戦
場
と
化
し

て
い
る
南
北
ベ
ト
ナ
ム
住
民
の
苦
難

は
、
ニ
ュ
ー
ス
・
雑
誌
な
ど
に
よ
っ

て
、
そ
の
窓
惨
な
状
況
を
知
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
か
や
で
、
ベ
ト
ナ

ム
入
を
ざ
フ
リ
ヤ
か
ら
救
う
と
の
赤

十
字
の
申
し
出
に
は
大
い
に
賛
成
で

す
が
「
潟
ベ
ト
ナ
ム
り
み
に
送
る
」

と
の
文
態
に
疑
問
問
が
残
り
ま
し
た
。

赤
十
字
の
基
本
隊
測
に
は
こ
)

活
難
と
宅
人
対
し
て
…
戦
い
、
入
閣
が

す
べ
て
の
ば
あ
い
に
お
い
て
人
間
と

し
て
取
D
扱
い
を
受
け
る
‘
(
二
〉

哨
田
町
別
な
く
救
護
を
与
え
る
、
(
一
一
一
)

援
助
を
必
嬰
と
す
る
緊
急
の
ば
あ
い

に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
‘
(
凶
)
え

ζ
ひ
い
告
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

(
五
山
軍
事
・
政
治
・
宗
教
・
哲
学

な
ど
に
お
い
て
厳
正
中
立
を
守
る
、

(
六
)
す
べ
て
の
権
力
、
勢
力
か
ら

独
立
し
て
自
由
で
あ
る
、
(
七
)
す

べ
て
の
留
す
べ
て
の
人
に
事
業
が
及

ぶ
、
と
あ
り
ま
す
。

復
雑
な
政
治
情
勢
の
中
に
あ
っ
て

は
、
単
純
な
批
判
は
ゆ
る
さ
れ
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
乙
の
と
き
ζ
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の救援に疑関

ベトナムの《かや》提供

そ
、
赤
十
字
の
選
本
脳
出
剛
聞
は
役
採
の

人
類
に
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

札
場
町
・
加
穣
脇
陣
士
宮
〔
国
鉄
織
員
〕 問い合わせ高北赤十字へ

日
本
赤
十
字
社
で
は
、

お
答
え

・
現
地
か
ら
m出
怒
え
に
ζ

た
え
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
難
民
に
、

日
本
の
「
か
や
」
を
送
る
計
趨
を
た

て
、
と
り
あ
え
ず
二
万
援
を
目
標
に

さ
宮
ご
ろ
み
な
さ
ん
の
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

と
れ
よ
り
先
、

E
赤
と
し
て
は
、

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
赤
十
字
社
ヘ
、
い

ま
侭
が
ほ
し
い
の
か
を
問
い
合
わ
せ

し
ま
し
介
石
南
ベ
ト
ナ
ム
か
b
は
前

記
し
た
「
か
や
」
を
送
れ
と
の
へ
ん

じ
が
と
ど
さ
ま
レ
た
が
、
北
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
は
連
絡
が
い
ま
だ
に
と
ど
い

一
万
円
。

ができた。 J
穏年は明治2年越後国三柴村

の金物潤麗に生れたが務い墳か

ら絵を描くζとを好み、京都に

出て酒家奥田天門の家に身を寄

ぜ次いで矢内のE市であり且つ当

時南留の大量買として名をなして

いた回能付隠人(l814~1907)

の路神堂に入りつぶさに箇法の

奥畿を極めたといわれる。

穏年の遺作は、平塚市をはじ

め各地にまだだいぶのとってい

るが、いづれの作品も精裁をか

たむ付た格調の商いものばかり

でそのひとがらがしのばれてだ

っとャ。

山田録郎氏(元平塚市議〕の

語るとζろによると、かれは箪

を巻き、患をつくり、書長刻J(て

んとく)をたしなみ、漆締二ζを

よくしたそうだ。よほど器用に

空れついた人であったらしい。

白羽jのE日には「勅賜重量道本源

J r本源彊遺J r入オミ穏年jな

どがあった。

かれは大正の初期から平塚の

地に住みつき、沼和3年の秋60

才で没した。 3男 3女のうち、

長子は市内松嵐防59に在る田中

利一氏、次予は平草京市議会議員

田中西部氏である。

館
中
穣
部
大
窪
七
轄
の
作
・
山
水
蕊

田中穂年
嘉 源 慎 吾

大正時代から昭和初街にかり

て、平塚海岸に南菌室詫が住んで

いた。問中利吉、母を穏年とい

い、精妙な砲を掃いたので有名

であった。

私がその爾房を訪うたのは大

正の京頃であった。爾房は海岸

遜り松永別径の績を頭に入る道

のつきあたり、松林の中にあっ

たように記鎗ずる。その家は西

洋館主主りで、階下が菌室と応援

を兼ねていた。

私はそとで仙骨をおびた偉丈

尖をみいずさしずおそれが穏年で

あったのである。かれはお余才

の私をいんぎんに嬢侍して筆道

本療について語った。 rわしは

若いζろ京都で闘を学んだが、

ある時ふと欝道も画道もその本

源において同じものであるζと

に気がついた。つまり高い精神

から流れ出たものでなのればな

らぬというζ とだ。そとで紫賜

の沙門懇海という僧の許で3週

間断食習行をつづり入木(じゅ

か言言い震がにて でにり底 '3てにう Jをとちかっ l本 で 克 制

らうううちな雪て人返し貌どラいあかえ措や。同線なに小差元こ重
親よ ζζ 不つう き の さ な の う か る れ C を蕗ん続ょのぜなさか気九で
のうととんてとて言れい言し cζ や親しくとが《言|りいなでな後
宮に培をとしとしうる雪弓た と乙のてだ親何徹『 悶もいい亭
うし議歯車見まをまととい ζ ら はれ 15いりのか長 e つの 0 ぃ:i:た溜押離 、
ζ まめいでいさつとつ方と! な や で る の 言 雪 しと てた弟がも喜題懇談暴露 こ
としててあまかてをいがが い舌 か心うってが い ち ゃ 親 | 例 議 議 緩 ア
が""かいるすな結函いし王 だっ度どが ζ 雪いで ま へ 妹 β 喧Y 譲議畿 弁
いう oるあ G い巣くいじど 】岬醐輔酔 でる と すのが言 りヤ輔縫 《プ

売のな子子にくかゆも 聾覇嬢聾襲轡獲込d時.，_ どかも 。態いつ 教研市古9

でそのだたどどおせげう「 鐙努向。弘i窃 もどに いると 脅究教も
もれをとのももいが ん 繰 磁 臨大正樹はう い 手むと 語薪蓄量

で τ争て ζ とでけマいにま言築制.. Al躍脱届泊 予でま言すせはてうあいこ一品、
やよはととすのまもいう 磁轟 F 寝翻唱盟副 どお ううかる子いよあでと寅 yp

O るう子とを。扇すなまと 噂品主嗣f噂 玖とわ ζEう のどてうJ:'，でし生
ζ にど、要筋 1J~ 0 れすと - ~胴V 胃 v~ うりととももぐにさいすてな
と筋も嬰求のでそば o t立 。 ー ど ζ すはいもさでをれあの b そはい。い
ががか求L-""きれな子きで本もと 0 やちのんすきでた気ぐの， L そるし、

E毒事Z長官吾量主主主号孟長在企習を喜喜二主語草壁 t空路主露主.
る ιζ よ なた窃かはくと弓すいよ同てう企軒く思え宇てよなつのうを会

ζ考署長足量古書富弓き罪主主考 ζE見詰雪量号室手忘主 ζどを義主事華
大にで対す燈なうを三てかで針に選とのい九のて記。つの還ととしい子ニ
切しきしるな のだい年しのすは子うででちが中 し が で か で つ 誉 が 7ごう

あなたの知る範囲に、よい符ない
令した費少年(20才禾潟iがいたら、
録名・年令・住所・学措またはIII
輯先・鎗鷲理陶4をお知らせ〈ださ
い措薦者は倹月号氏名脅かならず
明記のニと 溺躍を輯いません
高〈市民舟鎗麗H'ま'>Lます

〔
担
当
・
打
鼠
所
員
〉
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